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1.監督指針のでPDCA

【事業計画とPDCA】
組合の事業の方針を定め、事業計画又は中期計画（以下「事業計画等」という）に反映し、かつ、
組合員にその内容を分かりやすく周知した上で事業を適切に行い、組合員に対して実績、取組状
況等の情報を丁寧に説明し、組合員による評価等を踏まえた見直しを組合の事業の方針及び次期
の事業計画等に反映するという一連のサイクルを構築することが重要

【数値計画】
事業計画等において実施されることとなっている取組については、具体的な数値目標等が設定さ
れ、いつまでに実施するかという期限が示されていること

【事業計画等】
事業計画等において、例えば、販路の拡大や販売手法、資材供給の効率化、農地の集積、担い手
の確保・育成等の実施内容が具体化されているか。また、組合の事業の方針及び事業計画等の内
容及び取組結果は組合員に分かりやすく知らされ、組合員の評価を踏まえ、必要な見直しが随時
なされているか。

数値目標の設定

⇒財務計画のほかそれ
を実現するためのKPIな
らびに重点実施事項の
設定

事業計画の策定と協議

⇒事業計画を総代会に
付議するため、総代会
に向けた地区別座談会
のプロセスで対応

【事業環境に応じたKPIの設定】
事業環境とは、管内の主な農畜産物や栽培・飼養形態、生産規模、収穫時期、組合員の状況（主
業・兼業別戸数や年齢構成、経営規模等）地理的状況（平地・中山間農業地域、都市的地域等）、
物流の状況等のほか、組合の有する施設、人的資源、財務状況等も含まれるものと考えられる

【数値目標の指標】
数値目標は、例えば、銘柄集約資材の取扱量や買取販売数量の販売単価等、農業者の所得向上に
つながる取組の実績が定量的に測定できる指標を用いるものとし、単に、検討会の開催回数など
所得向上の効果の関係性が測定困難なものは適さないことに留意する

【多彩なKPIの設定】
所得向上に関するKPI等の設定は、画一的・統一的に設定されるものではなく、組合員の意見等
を踏まえ、農協の管内全域又は地域ごとの事業環境や農業者の所得を向上する上での課題等を分
析の上、農協として必要とする取組を決定していること、その取組に対して農協内の実践体制や
工程、取組期間等を考慮した実践的かつ実効的な数値目標を設定していること等、質の高いもの
とすることに留意する

KPIの設定手法
⇒地域農業環境の分析
(地域農業の特徴、農
業センサス分析など)

⇒JAの農業関係事業の
経営資源の分析
(施設の保有状況、
シェアなど)

環境×経営資源の分析
⇒SWOT分析

KPIの性格
⇒KPIはプロセスの目標
ではなく、成果目標と
して設定
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2.中期財務計画のひな形

【部門別 中期財務計画】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

① 事業収益 0 0 0 0 0
② 事業費用 0 0 0 0 0
③ 事業総利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
④ 事業管理 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑤ 　うち人件費 0 0 0 0 0
⑥ 　うち償却費 0 0 0 0 0
⑦ 　うちその他 0 0 0 0 0
⑨ 共管前事業利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑩ 共通管理費 0 0 0 0 0
⑪ 事業利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ファーマーズ

中期損益計画(損益)

部門別財務計画(収益計画＋管理費計画)

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
1 拠点数
2 要員数
　うち渉外担当

3 その他管理費の増加
4 設備投資
1 産直出荷者数
2 ○万円以上出荷者
3 新販売品目数
4 来客数
5 客単価
6 ﾎﾟｲﾝﾄ会員数
7 ｲﾍﾞﾝﾄ回数
8 ｸﾚｰﾑ数
9 粗利率
10 労働生産性

主要指標(定量)

管理費計画の基礎データ

収益計画を実現するためのKPIの計画

財務計画の分析指標⇒労働生産性、粗利率

KPIとそれを実現するためのJAの取組み事項
(重点実施事項)の整理

【収益計画とトレンド】 【KPIと重点実施事項】

トレンドと計画の差が
戦略・戦術
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3.KPIと重点実施事項について

【重点実施事項】

JAが取組む事項

【数値目標＝行動目標】

〇〇の開催：年○回

【重要成果指標】

JAの取組みにより達成される成果
目標を達成するためのプロセス

【数値目標＝KPI】

利用者数など

【重要目標達成指標】

最終目標を定量的に評価する指標

【数値目標＝KGI】
財務計画の場合は事業収益

(成長戦略)

【四半期管理】
四半期の年度見込み

【中期財務計画】
ローリング型の中期務計画
(収益、管理費、KPI)

【(成長戦略)の戦術：部門別取り組み事項】

戦略を実現するため具体的な手段

【数値目標＝KGI】
財務計画の場合は事業管理費

(効率化戦略)

【重点実施事項】

JAが取組む事項
⇒拠点再編、要員配置など 【(効率化戦略)の戦術：部門別取り組み事項】

戦略を実現するための具体的な手段

D C1

P

A

C3

P

管理費は年度中は大きく変化し
ないので検証は年次単位

C2

収益は年度中に変化するので
検証は四半期単位
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4.決算見込みと計画策定

前年度実績

第3Qの
決算見込み

次年度計画
当年度実績

決算の上振れ

見込み段階では事業総利益の
増加計画

実績と比較すると
事業総利益の減少計画

保守的な実績見込みを作成することで、
次年度の計画が低くなる
⇒負のスパイラルへ！！

決算の上振れは良いことではない！！
担当部門長の予想力が低い！！
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5.四半期実績の検討

四半期実績は事業ごと
にカラチが異なるが形
状は毎年同じ

年度ごとに違いがある
場合は何らかの理由が
ある

事業ごとの累積度合か
ら期末の状況を予想す
る

目標未達の場合、残っ
て期間で何に取り組む
か検討する

⇒PDCA


